用　　語　　集

【ア～オ】

	アクセスログ
	　サーバの動作を記録したもの。サーバの種類によって詳細な内容は異なるが、いつ、どのコンピュータから、誰のＩＤで、どのような情報にアクセスし、操作が成功したかどうかなどの情報が一件一件記録されている。

	インフラ

【インフラストラクチャ】
	　基盤、下部構造などの意味を持つ英単語。「インフラ」はその略。一般的には上下水道や道路などの社会基盤のこと。ＩＴの世界では、何らかのシステムや事業を有効に機能させるために基盤として必要となる設備や制度などのこと。

	オープンソース
	　ソフトウェアの元となるプログラムの内容をインターネットなどを通じて無償で公開し、誰でもそのソフトウェアの改良、再配布が行えるようにすること。また、そのようなソフトウェア。


【カ～コ】

	コミュニケーションサーバ
	　ネットワーク機器を集約するサーバ。インターネットでは、外部ネットワークや端末からＬＡＮにログインをする際に、ユーザー認証／接続／ネットワークへのルーティングなどといった制御処理を行う。



	高度情報通信基盤
	　動画や音楽などの大量のデータを円滑に送受信できる高速・大容量のネットワーク網（が整備された状態）。


【サ～ソ】

	サーバ
	　コンピュータネットワークにおいて、自身の持っている機能やデータを提供するコンピュータのこと。インターネットにおけるＷＷＷサーバなどが該当する。

	自治体ＥＡ（エンタープライズ・アーキテクチャー）
	　自治体の組織全体を通じた業務・システムの最適化だけでなく、住民満足度の向上につなげる最適化を行うこと。法律・規則等のしばりによる無駄な業務フローや、システム間で重複したデータ管理を、ＥＡにより見直し、業務・システムの構築を行う。ＥＡ（エンタープライズ・アーキテクチャー）とは、組織全体を通じた業務の最適化を図る設計手法。ＥＡでは、業務・システムを、①政策・業務体系、②データ体系、③適用処理体系、④技術体系の４つの体系で整理する。

	市民公共セクター
	　政府部門や民間営利部門（企業）とは異なり、市民により自発的に形成された非営利の公共目的の活動主体のこと。ＮＰＯやボランティア団体などが該当する。

	住基カード【住民基本台帳カード】
	　住民基本台帳ネットワークシステムでの本人確認に利用するＩＣカード。住民基本台帳ネットワーク（住基ネット）のサービスの一環として2003年8月から発行が開始されたもので、希望する個人に交付されている。そのほか、市町村によっては条例で定める様々な公的サービスに利用したり、公的個人認証サービスの電子証明書や秘密鍵などの保存用カード機能も付帯している。しかし、カードの普及は大きな課題となっている。

	情報セキュリティ監査
	　実施された情報セキュリティに関する対策を、補強、修正および改善するために行う監査。

	情報リテラシー
	　情報機器やネットワークを活用して、情報やデータを取り扱う上で必要となる基本的な知識や能力のこと。ＩＴの世界で単に「リテラシー」というと、通常「情報リテラシー」のことを指す。

　狭義には「コンピュータが操作できること」を意味する。

	セキュリティポリシー
	　企業や自治体など組織全体の情報セキュリティに関する基本方針。広義には、セキュリティ対策基準や個別具体的な実施手順などを含む。


【タ～ト】

	データベース
	　特定のテーマに沿ったデータを集めて管理し、容易に検索・抽出などの再利用をできるようにしたもの。一般には、コンピュータによって実現されたものをいう。

	データベース・ソフト
	　データベースをコンピュータ上で管理するためのシステム（データベース管理システム＝ＤＢＭＳ）のこと。大規模システムではOracle社のOracle､Microsoft社のSQL Server、IBM社のDB2、小規模システムではMicrosoft社のAccessなどをいう。

	テクノストレス
	　コンピュータを扱うことが原因で起きる精神的な失調症状の総称で、コンピュータに適応できないために生じるテクノ不安症と、過剰に適応したために生じるテクノ依存症の２種類がある。

	デジタルデバイド
	　パソコンやインターネットなどの情報技術（ＩＴ）を使いこなせる者と使いこなせない者の間に生じる、待遇や貧富、機会の格差。個人間の格差の他に、国家間、地域間の格差を指す場合もある。

	電子会議室
	　ネット上の意見交換の場。電子掲示板（ＢＢＳ）などのシステムを利用して、離れた場所からでも電子的に会議を行うシステム。電子掲示板（ＢＢＳ）の同義として使われる場合もある。

※　電子掲示板（ＢＢＳ）：参加者が自由に文章などを投稿し、書き込みを連ねていくことでコミュニケーションできるＷｅｂページ。掲示板の開設者がタイトルやテーマなどを決め、参加者が内容に沿った書き込みをしていく。


【ナ～ノ】

	なりすまし
	　他人のユーザーＩＤやパスワードを盗用し、その人のふりをしてネットワーク上で活動すること。本来その人しか見ることができない機密情報を盗み出したり、悪事をはたらいてその人のせいにしたりする。


【ハ～ホ】

	バイオメトリクス認証
	　指紋や眼球の虹彩、声紋などの身体的特徴によって本人確認を行う認証方式のこと。暗証番号やパスワードなどに比べ、原理的に極めて「なりすまし」にくい認証方式であるため、関心が高まっている。

	バックオフィスシステム
	　一般のユーザーが直接利用するシステムではなく、生産管理、購買管理、在庫管理、人事給与といった企業内におけるいわゆる事務処理的な機能を提供するネットワークシステムのこと。

	ファシリテータ
	　話し合いの促進役。集団で問題解決をしていく場面において、その作業を支援する役割を担う者。


	不正アクセス
	　あるコンピュータへの正規のアクセス権を持たない人が、ソフトウェアの不具合などを悪用してアクセス権を取得し、不正にコンピュータを利用する、あるいは試みること。　

	プロトコル（通信規約）
	　ネットワークを介してコンピュータ同士が通信を行う上で、相互に決められた約束事の集合。通信手順、通信規約などと呼ばれることもある。英語しか使えない人と日本語しか使えない人では会話ができないように、対応しているプロトコルが異なると通信することができない。

	フロントオフィスシステム
	　一般のユーザーが直接利用するシステムのこと。狭義では、ユーザーインターフェース部分（機能）を意味する。


【マ～モ】

	メインフレーム（汎用機、大型汎用コンピュータとも呼ぶ）
	　企業の基幹業務システムなどに用いられる汎用大型コンピュータ。ネットワークを通じて端末が接続されており、利用者は端末を通じてコンピュータを利用する。端末は自らは処理装置や記憶装置を搭載しておらず、データの処理や保存はすべて中央コンピュータが行う、いわば中央集権的な構造になっている。ワークステーションやパソコンなど安価で小型なコンピュータが登場する1980年代頃までは、コンピュータといえばメインフレームのことであった。


【ヤ～ヨ】

	ユニバーサルサービス
	　広く国民全般が同一の割安な料金で公平に受けることのできるサービスという意味で、元々は20世紀初めにＡＴ＆Ｔ社が電話事業に関して使い始めた概念。現在では通信・郵便・放送などの公益事業について、主として地域間の機会均等を保障する政策を示す概念として一般に用いられるようになった。


【ラ～ロ】

	レガシーシステム
	　時代遅れとなった古いシステムのこと。主にメインフレームと呼ばれる大型コンピュータで構築されたシステムを指して用いられる。


【英　字】

	ＣＩＯ

【Chief Information Officer

＝最高情報責任者】
	　企業内の情報システムや情報の流通を統括する担当役員。最高情報責任者や情報統括役員などと訳される、企業の情報戦略のトップである。

	ＥＡ事業
	　自治体ＥＡ（エンタープライズ・アーキテクチャー）の項　参照

	e-Japan戦略
	　2001年１月にＩＴ戦略本部により決定された政府の基本戦略。すべての国民が情報通信技術を活用し、その恩恵を最大限に享受できる社会の実現が目標。市場原理に基づき民間が最大限に活力を発揮できる環境を整備し、５年以内に世界最先端のＩＴ国家となることを目指している。

	ＦＴＰクライアントソフト
	　ＦＴＰサーバに接続して手元のコンピュータとファイルをやり取りするためのアプリケーションソフト。専用のソフトもあるが、Internet Explorerなど主要なWebブラウザには、簡易なＦＴＰクライアント機能が内蔵されている。

	ＩＣＴ

【Information And 

　Communication 

　Technology

＝情報通信技術】
	　情報（information）や通信（communication）に関する技術の総称。日本では同様の言葉としてＩＴ（Information Technology：情報技術）の方が普及しているが、国際的にはＩＣＴの方が通りがよい。総務省の「ＩＴ政策大綱」が2004年から「ＩＣＴ政策大綱」に名称を変更するなど、日本でも定着しつつある。

	ＩＣカード
	　情報（データ）の記録や演算をするためにＩＣチップ（集積回路）を組み込んだカード。銀行のキャッシュカードやＪＲのSuica（スイカ）カードなどにも利用されている。

	ＩＴ

【Information Technology
＝情報技術】
	　コンピュータやデータ通信に関する技術を総称的に表す語。

	ＬＧ－ＷＡＮ

【Local Government Wide 

　Area Network

＝総合行政ネットワーク】
	　地方自治体のコンピュータネットワークを相互接続した広域ネットワーク。都道府県、市区町村の庁内ネットワークが接続されており、中央省庁の相互接続ネットワークである霞ヶ関WANにも接続されている。

	ＳＮＳ

【Social Networking Service
＝ソーシャルネットワーキ

　ングサービス】
	　人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュニティ型のWebサイト。日本では2004年頃からサービスが始まり、日本最初のＳＮＳと言われる「GREE」や、会員数1,000万人を超え社会現象ともなった「mixi」が有名である。

	ＶＤＴ
	　コンピュータのディスプレイなど表示機器（総称してVisual Display Terminal、VDTと呼ばれる）。

※VDT作業：コンピュータのディスプレイを使用した作業をいう。

	Winny【ウィニー】
	　国産のファイル交換ソフトウェア。Winnyのプログラム自体は違法ではないが、Winnyユーザーで構成されるネットワークには、配布が認められていない商用アプリケーションプログラムや、映画を撮影した動画や音楽データ、個人情報や画像などがファイル共有されている。これらのファイルはWinnyを使うと誰でも入手可能な状態になっているため、著作権侵害行為（著作権法違反）が問題になっている。

	Webサーバ
	　wwwシステムにおいて、情報送信を行うコンピュータ。また、wwwによる情報送信機能を持ったソフトウェア。

	WWW【World Wide Web＝ワールドワイドウェブ】
	　インターネットやイントラネットで標準的に用いられる情報共有システム。HTMLという言語で文書の論理構造や見栄えを記述し、文書の中に画像や音声など文字以外のデータや、他の文書の位置（ハイパーリンク）を埋め込むことができる。

	WWWサーバ
	（Webサーバと同じ）。
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